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大阪市エコボランティア活動報告書 （チーム活動版）   記録者氏名： 桝元慶子  ver.2 

日 時  2026 年 1 月 10 日（土） 10:00 〜 12:00 天候：晴 

場 所 湿地、２階交流スペース 
 

講座・活動名 湿地モニタリング調査 ＆ 観察園全樹木調査  毎月第２土曜定例 

参加者 
 18 名 (うち子ども 3 名)    構成:  講師 2 名、（環境局 1 名）、 
NTT 西日本関西支店 10 名、エコボラ 5 名 

講師名 鈴木真裕（大公大）、北川ちえこ＊
（エコボラの場合氏名に＊印をつける） 

内 容 生き物調査、標本作製、データ入力、（報告書作成） 毎木調査準備 

使用器材 

資材・道具 

（持参、借用等も含む）PC、大型モニタ、マイクロスコープ、調査用紙、たも網、金魚網、バケ
ツ、バット、タッパ、スポイト、エチルアルコール、バイアル瓶、ピンセット 

振り返り 

 

エコボラ通信に

掲載することが

あります。 

・網入れの駆除のみ実施し、アメリカザリガニは 32 個体入った 

・アメリカザリガニの大きな個体はメスだった 

・ザリガニが減って、トンボのヤゴが増えているように思われる 

・NTT 西日本の子どもたちも駆除に活躍した 

・湿地の隣の水田 B では、特定外来生物アゾラ・クリスタータの近縁種か交雑種が出

現していて、これが湿地でも繁茂し水面を覆うと、日射が入らなくなり、水生生物へ

の影響の懸念があるため、要観察である（水鳥のヒレなどに付着し拡散する） 

・樹木調査では、水路対岸のサクラについて、No.85 ヤマザクラか No.88 ウワミズザク

ラかは、おそらくヤマザクラであると判断した 

 

事務局への 

伝達事項 

次回案内等 

★引き続き、湿地ではアメリカザリガニの駆除を中心に行う 

樹木調査は樹高測定を始める予定、ラベル作り直しのためラミネータを借りるかもしれない 

 

スタッフ氏名 活動内容 参加者氏名 活動内容 

芝崎美世子 アメリカザリガニ駆除 (鈴木真裕) 動物調査 

中谷憲一 昆虫調査 
NTT 西日本 10 名 

（こども 3 名） 
アメリカザリガニ駆除 

樹木調査準備 

西田敏子 植物調査 （北川ちえこ） 植物調査 

林耕太 植物調査 （環境局 1 名） 樹木調査準備 

桝元慶子 樹木調査準備、実生林毎木調査   

    

    

    

    

    

いずれかに○→（○）裏面に図面、写真等を添付した  （  ）裏面なし （  ）詳細はファイルで提出 
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